
BIM活⽤事業者登録⼊⼒ガイド

①「BIM活⽤事業者登録」ページより「事業者アカウント登録」を⾏っていただきます。

②「事業者アカウント登録」ページにて、事業者情報を記載しアカウント登録を完了してください。

2025/5/28

こちらから登録に進みます。

設計系技術者数、⽣産系技術者数 設計系技術者＋⽣産系技術者の総従業員数となります。資格
取得者数ではありません。



③「事業者アカウント登録」が完了すると登録完了メールが送付されます。

④ログイン⽤URLより、発⾏されたユーザーID、パスワードでマイページにログインが可能となります。

★サンクスメール
建築GX・DX推進事業等の事業者アカウント登録の受付が完了いたしました。

登録した内容の確認、修正は下記より実施可能です。
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

ログイン⽤URL：https://gxdx.jp/member/login.html

ユーザーID：
パスワード：
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

上記のマイページログ後
メニューにあるBIM活⽤事業者登録をお願いします。

全ての項⽬の⼊⼒が完了した後にこちらから次に進みます。

こちらからログインページに進みます。

全ての項⽬の⼊⼒が完了した後にこちらから次に進みます。



⑤マイページでは、登録した「アカウント情報」の確認・修正、及び「BIM活⽤事業者登録」が⾏えます。

⑥「BIM活⽤事業者登録」ページでは、先ず、事業者種別及び過年度を含めた補助⾦の活⽤状況を登録し、続けて
  「BIM活⽤推進計画」の 詳細を⼊⼒していただきます。（※必須と表⽰された項⽬は必ず記載してください。）

⑦「BIM活⽤推進計画」の詳細を⼊⼒していただきます。（※必須と表⽰された項⽬は必ず記載してください。）

こちらから登録に進みます。

※導⼊初期のBIMモデル作成費については、募集
要領P29の(7)BIMモデラーの⼈件費の内容をよくご
確認ください。

全ての項⽬の⼊⼒が完了した後にこちらから次に進みます。

BIMの活⽤により、⾃社おいて実現を⽬指す、実現性・具体
性・定量性を踏まえた⽬的を記載してください。



各フェーズにおいて、「未導
⼊」「導⼊済み」「⼀般化」を
選択してください。
「⼀般化」とは、受注業務を実
施するに当たりBIMで⾏うこと
が常態化している状況です。

設計系技術者＋⽣産系技術者の総従業員数
を⺟数として算定してください。また、そ
の時点の設計系技術者、⽣産系技術者の内
訳は、根拠として管理してください。



建築GX・DX推進事業補助の活⽤前の状況を記載してください。

⑱維持管理に向けたBIMデータ引渡し

以下、令和7年度末以降、令和8年度末、令和9年度末、令和10年度末の各時点における段階⽬標を全て記載していただきます。



令和6年度補正、令和7年度 建築GX・DX推進事業補助の活⽤後の令和7年度末時点における段階⽬
標を記載してください。

※記載が必須の事業者は全ての年度計画を記載してください。
※記載が必須でない事業者も、可能な範囲で記載いただくこ
とを推奨します。

各年度における⽬標設定は、関係者間の認識の相違の無いよう、測
定可能で、期限までに達成可能な定量⽬標とし、報告時の達成度が
明確になるようにしてください。
また、上記「BIM活⽤⽅針、BIM活⽤フェーズ」との整合についてご
注意ください。が明確になるようにしてください。

令和6年度補正、令和7年度 建築GX・DX推進事業補助の活⽤後の令和8年度末時点における段階⽬
標を記載してください。



令和6年度補正、令和7年度 建築GX・DX推進事業補助の活⽤後の令和9年度末時点における段階⽬
標を記載してください。



全ての必須項⽬の⼊⼒が完了した後にこちらで⼊⼒が完了となります。
⼊⼒後、⽀援室が確認を⾏った後に登録完了の通知が送付され登録完了となります。

作成途中は、細⽬な下書き保存にご注意ください。

令和6年度補正、令和7年度 建築GX・DX推進事業補助の活⽤後の令和10年度末時点における段階⽬標
を記載してください。


